
令和３年度に向けた政策創造部の施策の基本方針

アフターコロナ時代を見据えた「夢と希望が持てる徳島」の実現

徳島のあるべき将来像

全ての県民が

あまねくデジタルの

恩恵を享受できる

真のデジタル社会が実現

テレワークや

二地域居住などの

柔軟な働き方・

暮らし方が広く浸透

UIJターンによる

本県への移住や

県内定住が増加

SDGsの理念が

広く浸透し

多くの県民が実践

全ての人々が

個性や能力を発揮し

地域で活躍

デジタルトランスフォーメーション

（ＤＸ）の推進

Ⅲ デジタル社会の基盤づくりの推進
・全ての県民に向けた「デジタルデバイド（情報格差）」対策の推進

・4K･360度VRを用いたWeb会議の開催等「スマート自治体」の構築

・「Tokushima Free Wi-Fi」のさらなる利便性向上・コスト削減

Ⅱ 5G，IoT，AIなどの革新技術を活用した地域課題の解決
・新たなイノベーションの創造に向けたマッチング拠点の整備

・産学民官連携によるSociety5.0実装モデルの構築・横展開

Ⅳ データを利活用した施策の展開
・官民データを活用したEBPM（エビデンスに基づく政策立案）の推進

Ⅰ デジタル技術による「新たな日常」の創造
・行政DXの根幹となる「マイナンバーカード」の新たな利活用の促進

・デジタル社会を担う人材の育成，DXモデル事例の発信

・イベント等の「ブレンディッド（オンライン×オフライン）開催」が

広げる魅力によるにぎわいの創出

Ⅲ 本県でのリスタートを応援する多様な移住支援施策の展開
・アフターコロナ時代の新たなニーズに柔軟に対応した移住支援

・リタイアインフラを活用した魅力的な「とくしま暮らし」の発信

Ⅱ 本県の強みを活かした企業集積・リビングシフトの加速
・コロナ時代の処方箋！サテライトオフィスの誘致・集積の加速

・｢民泊×ワーケーション｣等，徳島の新しい働き方の提案・横展開

Ⅰ 「徳島ファン」のさらなる創出・拡大
・本県のポテンシャルをフル活用し「徳島の魅力度アップ！」

・東京オリ・パラ，WMG関西，大阪・関西万博を見据えた魅力発信の強化

・都市部の学生・移住希望者等との｢絆｣を深める新たな機会の創出

・ふるさと納税の魅力向上による新たな「徳島ファン」の獲得

Ⅳ 県内就業・定着の促進，地域を担う人材の育成
・次世代LED応用製品の開発，専門人材の育成 ⇒地方大学の定員増へ

・「奨学金返還支援制度」等による若者の県内就業・定着促進

・ニューノーマルに対応した幅広い年代の地域人材の育成

Ⅴ SDGsの理念に沿った魅力的な地域づくり
・SDGsに主体的に取り組む事業者等への支援

Ⅴ Beyond 5Gの導入・活用等を促進する取組み
・全国知事会デジタル社会推進本部と連携した新たな政策提言の実施

ＤＸ

×

とくしま回帰

好循環！！

｢徳島ファン｣が拡大し

徳島の魅力度が

アップ

とくしま回帰（リスタート）の

さらなる加速

令和２年１１月定例会（付託）

総務委員会資料

（政策創造部）

資料１

「ＤＸ」×「とくしま回帰」で徳島の強みを活かした「新たな日常（ニューノーマル）」を創造！

- 1 -



強靱・安心を実現する
地域づくり

サスティナブルな
観光地域づくり

 成長産業化による
豊かな地域づくり

にぎわいと笑顔
あふれる地域づくり

１ 災害を迎え撃つ
　 ｢地域防災力｣の強化
　

 ○ 教育と訓練が一体となった

　　実行力のある防災啓発
 ○ ｢家庭でできる防災｣の推進

　　

　

２「つながり、支え合う」
　 安全・安心な暮らしの実現
　

 ○ 複合災害下における
　　要配慮者支援体制の構築　

 ○ WITHコロナ時代の
　　メンタルヘルス対策
 ○ 地域包括ケアシステムを
　　支える担い手の育成
　

３ あらゆる大規模災害に
　 備えるハード整備の加速化

令和３年度に向けた南部総合県民局の施策の基本方針
～「四国の右下」のニューノーマル～

１ WITHコロナ時代における
　 観光産業の再生
 ○ ｢新たな旅のスタイル｣に対応
　　した受入体制の整備
 ○ ｢アウトドア｣・｢自然体験｣を
　　核とした誘客の推進
 

２ ポストコロナ社会に向けた
　 サスティナブルな
　 観光地域づくり
 ○ シビックプライドの醸成により
　　訪れたいと思わせる地域を
　　住民とともに創造
 ○ ｢人のネットワーク｣×｢ＤＸ｣

　　による新たな形の情報発信

１ WITHコロナに対応した
　 農林水産業の人材確保に挑戦
 ○ 移住就農人材をオンラインで
　　発掘・育成
 ○ 林業・漁業アカデミーと連携
　  した担い手確保・定着促進

２「もうかる農林水産業｣の推進
 ○ ｢施設キュウリ｣の広域連携
　  による産地力の強化
 ○ ｢木頭ゆず｣や｢実生ゆず｣の
    輸出・６次産業化の推進
 ○ 未利用資源の活用による
　　｢樵木林業｣の再興
 ○ ｢海部の魚｣の新たな販路拡大

３「超スマート社会」の実現  

 ○ 施設園芸のIoT・AI化や、　　
　　林業のドローン・下草刈りロボット
　　活用によるスマート化の加速
 ○ スマート農業に対応した
　　基盤整備の加速

１ 大学生と地域の連携･協働
　 による地域づくりの加速

　

２ 地域ﾆｰｽﾞに基づく人材誘致･
　 育成による移住・定住の深化
　

 ○ 時間や場所にとらわれず
　　双方向で移住情報を発信する
　　オンラインサロン
 ○ 若者自らが地域の魅力を　　
　　発見・発信することによる
　　Ｕターンへの動機付け
 

３ 集積を活かした南部圏域
　 ならではのＳＯ誘致の深化
 

 ○ オンラインマッチングイベント
　　によるＳＯ誘致の推進
 ○ ＳＯと地域の多様な主体の連携
　　を促し、活動成果を地域へ還元

施設園芸団地

大学生のフィールドワーク

地域に飛び出し、地域とともに取り組む南部総合県民局

サイクルツーリズム

みぎアゲＴＶ

防災デイキャンプ
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～アフターコロナを見据え、今こそ、「徳島・にし阿波」のフィールドを最大限に活かした地域づくりを推進～

新次元の分散型国土の実現 安全・安心な暮らしの実現持続可能な地域経済の発展

ｑ１ 改修した美馬庁舎を中心に
西部圏域の防災拠点機能をさらに強化
⇒新設した「災害対策室」を活用し、

フェーズフリーな危機管理体制を構築

⇒西部防災館と連携した実践的な訓練

⇒高校生防災士等による防災教室を支援

令和３年度に向けた西部総合県民局の施策の基本方針

２ 糖尿病とＣＯＰＤの死亡率改善に向けた

健康意識の醸成や環境づくり
⇒とくしま健康ポイントアプリ「テクとく」を活用し、

運動習慣の定着に向けた取組を推進

⇒地域が一体となった糖尿病予防啓発の強化

⇒肺疾患の早期発見・早期治療につなぐ啓発と

受動喫煙防止に向けた環境づくり

２ 「にし阿波就農・移住応援隊」による

就農希望者へのトータルサポート

⇒にし阿波ならではの「多様な農業やくらし」を

農業者目線により全国に動画配信

⇒「半農半Ｘ（エックス）」による新たな担い手確保に

向けた実地研修などを効果的に実施

３ 徳島・にし阿波でリスタート！

移住者の定住化に向けた支援
⇒移住者と地元企業との交流会を開催し、

地域定着と新たな事業展開を支援

⇒にし阿波とつながる大都市圏の企業との

オンライン商談会を開催し販路開拓を支援

１ 移住希望者等と「担い手不足」産業との

マッチング
⇒「にし阿波」の農業、観光業、商工業など、

移住者が選べる多様なしごとの受け皿づくり

⇒先輩移住者、地元事業者等が支援する

担い手の育成

⇒空き家・遊休農地等「リタイアインフラ」の活用

２ 「世界農業遺産」を活用したもうかる農業と

にし阿波型林業の推進
⇒世界農業遺産戦略品目の増産体制を構築

⇒「世界農業遺産ブランド認証商品」の

都市部への積極的なセールスプロモーション

⇒ドローン技術の実装と木育の推進による

多様な林業施策の展開

３ 「にし阿波型ワーケーション」を

確立しビジネスフィールドを拡大
⇒観光地と働く場をセットで体験できる

｢にし阿波ワーケーションエリア｣を構築・発信

⇒ワーケーション客に地元企業の技術・情報を

提供し、マッチングや事業連携を促進

「ニューノーマル時代」に対応した「徳島・にし阿波」の効果的な発信と新たな発展

１ 重点支援ＤＭＯ「そらの郷」を核に

もうかる観光地域づくり
⇒インバウンドを取り戻すプロモーションの展開

（リモート商談会、現地営業、ファムツアー等）

⇒「新たな生活様式」をいち早く取り入れた

教育旅行の県内外へのＰＲと受入拡大

３ 自殺予防に向けたこころの健康づくり
⇒高校生「こころのピアスタッフ」の養成と

さらなるスキルアップ

⇒「ひきこもり地域支援センター」と連携した、

相談体制の充実強化

「こころのピアスタッフ」養成講座ワーケーション農業研修 教育旅行受入 西部圏域図上訓練R1移住者・地元企業交流会
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